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１．はじめに 

 現在，日々データ量が肥大する中，ビッグデ

ータの解析やＡＩの活用がなくてはならない

社会になっている。例えば，ＰＯＳデータによ

る商品開発や販売戦略，インターネット閲覧に

よる自動レコメンドなどである。また，震災や

新型コロナウィルスのような感染症問題に対

して，統計データは全体像を把握し，問題を解

決するために活用されている。データから傾向

を把握し，それに基づいて意思決定を行うこと

は現在，多くの場面で必要になっており，統計

リテラシーを身に付けることが必要である。  

 現行の高等学校学習指導要領では，数学Ⅰ

「データの分析」が必履修となり，数学Ⅰ・数

学Ａの内容を発展的に扱う「課題学習」が導入

された。また，高等学校学習指導要領（平成 30

年告示）解説数学編理数編では，数学Ⅰ「デー

タの分析」の課題学習において「今回の学習指

導要領の改訂において重視された統計に関わ

る学習の「数学Ⅰ」でのまとめと位置付け，生

徒の身近な問題について，目的に応じて複数の

種類のデータを収集し，  適切な手法を用いて

分析を行い，それらを用いて問題解決したり，

解決過程や結果を批判的に考察したりする一

連の活動を行うことが考えられる。」と述べら

れている。  

 そこで，本稿では，小学校，中学校，高校の

数学Ⅰ「データの分析」で学んだ記述統計の知

識を活用し，㈱True Data が提供するツール「ウ

レコン」と「Dolphin Eye」を用いた購買データ

の分析する統計的課題研究の取組について述

べていく。  

 

２．本校の課題研究の取組 

 ＳＳＨ第４期において，普通科では「総合

的な学習の時間」に「チャレンジリサーチ（Ｃ

Ｒ）」として，1 年生 1 単位，２年生 1 単位，

３年生１単位で行われた。１年次（ＣＲⅠ）

は１学期にテキストで課題研究の手法を学ぶ。

２学期以降は，「愛媛に関すること」をテーマ

に，各班独自の切り口で研究を行う。２年次

（ＣＲⅡ）で本格的な課題研究を行い，プレ

ゼンテーション発表やポスター発表を行う。

３年次（ＣＲⅢ）は２年次に行った課題研究

をＡ４用紙で 10 枚程度の論文にまとめる。 

 

３．統計的課題研究の取組 

 統計的探究の手順は PPDAC サイクル（図１）

を意識して行うことが大切である。PPDAC サイ

クルとは，問題（Problem）→計画（Plan）→デ

ー タ （ Data ） → 分 析 （ Analysis ） → 結 果

（Conclusion）の順で５つのステップを踏む問

題解決過程であり，結果からさらに問題を設定

し，さらに PPDAC サイクルを回すものである。 

私が担当した普通科生徒の統計的課題研究

で心掛けたことは，大学などで習う高度な統計

方法に頼るのではなく，小学校，中学校，高校

の数学Ⅰ「データの分析」で学んだ記述統計の

知識を活用し，PPDAC サイクルにしたがって，

統計データを用いて課題を解決する政策を提

案することである。 

 
図１ PPDAC サイクル 

（引用「生徒のための統計活用～基礎編～」（総務省）） 



 

 

４．産学連携（True Data×松山南高校） 

 地方創生☆政策アイデアコンテスト 2018 で

True Data 賞を受賞した（図２）のが御縁で，

連絡を取り合い交流が続いている。会社を訪問

し，True Data が POS データを用いて行ってい

る企業への提案や地域の活性化の取組などに

ついて説明を受けた（図３）。今年度はさらに発

展させ，True Data 本社でインターンシップを

行い，データ処理や分析・提案を行う予定であ

ったが，コロナの影響のため延期となった。 

 

 

図２ 授賞式の様子 

 

 

図３ True Data 本社訪問の様子 

 

(1) ワークショップの実施 

 令和元年７月 25 日（木）に本校を会場に True 

Data よりデータアナリストの烏谷さん，宮岡さ

ん，広報の西口さんに来校いただき，「意外？納

得？スーパーやドラッグストアの買い物から

世の中を見てみよう」と題してワークショップ

を行った（図４）。夏休み中にもかかわらず，１

～３年生約 60 人が参加した。全国規模の購買

データから「世代別ランキングクイズ」を行い，

グループに分かれ True Data の無料ツール「ウ

レコン」を使って気になる商品の購買データを

様々な角度で分析し，発表した。 

生徒の感想（一部抜粋）は以下の通りである。 

・私は大学で経済学部に入りたいと思っている

ので，このワークショップに参加しました。

「ウレコン」というツールを使って，普段自

分がお店で見ている商品で何がよく売れて

いるのか，どの世代の方がよく買うのかなど

を分かりやすいグラフで見ることができて

とても満足しました。一つのデータを一面的

に見るのではなく，他の角度から見るという

こともして，データの真意を読んでいこうと

思いました。 

・購買記録のビッグデータから世の中の動きを

知るという点が面白かった。最後の質問時に

仰っていたアプリと購買データの連動によ

って，今までは分からなかったデータもこれ

から先の未来では活用できるようになると

考えると，企業の戦略も幅が広がり，購買の

主体である主婦世代だけでなく，我々学生世

代にも需要のある商品が生み出されると思

うととてもワクワクした！！ 

 

 
図４ ワークショップの様子 

 

(2) 発展講座の実施 

 前回のワークショップから希望者を募り，発

展 講 座 と し て ， True Data の 有 料 ツ ー ル

「Dolphin Eye」を使って，購買データを分析す

るワークショップを令和元年 10 月 18 日（金）

に行った。今回は， True Data 本社と本校を

Skype で繋ぎ実施した（図５）。前回に引き続き，

データアナリストの烏谷さん，宮岡さんから

Dolphin Eye を使用した購買データの分析の仕

方を教えていただいた。その後，生徒は Dolphin 

Eye を用いて気になる商品の購買データを分析

する課題研究を行った。 



 

 

 

図５ 発展講座の様子 

 

(3) 課題研究発表会の実施 

 ３月上旬に Dolphin Eye を用いた課題研究の

発表を行う予定であったが，コロナの影響で臨

時休業となり，令和２年７月３日（金）に実施

した。発表生徒５名と聴衆生徒 20 名が参加し

た。TrueData の方々と本校を Zoom で繋ぎ，デ

ータアナリストの烏谷さん，徳田さん，野村さ

ん，経営戦略部広報課の西口さんから，プロの

視点で，データ分析の際の着眼点や工夫点等，

多くのアドバイスをいただいた（図６）。 

 

 
図６ 課題研究発表の様子 

 

生徒の課題研究のテーマは以下の通りであ

る。 

・売れるアイスには公式があるのではないか 

・牛乳から日本を知る（図７） 

・「ちくわ」と「かまぼこ」の売上げの差 

（図８） 

・豆乳ＶＳ牛乳！？ 

・頭痛薬（図９） 

 

 

図７「牛乳から日本を知る」の発表スライドの一部 

 

 
図８「「ちうわ」と「かまぼこ」の売上げの差」  

の発表スライドの一部 

 

  

図９「頭痛薬」の発表スライドの一部  

 

 参加した生徒の感想（一部抜粋）は以下の通

りである。 

・先輩の発表を聞いて，自分とは違う視点から

データを分析されていて，自分の視野の狭さ

を感じました。データの使い方，仮説の立て

方など様々なことを学ぶことができ，これか



 

 

らのＤＳや他の場面でも学んだことを活か

していきたいと思いました。 

・昨年の夏に教養アップ講座のワークショップ

に参加し，ビッグデータとその分析の大事さ

や魅力を感じ，Dolphin Eye の講座にも参加

しました。分析するのは難しく，様々な知識

と視点が必要だと感じました。発表後の True 

Data の方々のアドバイスを聞くと，経験の違

いもあるかもしれませんが，商品の特徴を捉

えていて「なるほど」と思うものばかりでし

た。これらの講座を受けて，買い物中の商品

の見方が大きく変わったと思います。 

 

５．おわりに 

 統計的課題研究の指導において，小学校・中

学校・高校で学ぶデータの集計，可視化，分析

の知識を活用し，生徒にとって身近なデータで

ある購買データを用いることによって，生徒は

興味深く取り組むことができた。また，㈱True 

Data が提供するツール「ウレコン」や「Dolphin 

Eye」を使うことによって，購買データを容易に

可視化することができ，生徒はそれらの可視化

されたデータを比較し，分析ができた。 

 データを数値からエクセルなどを使ってグ

ラフなどに可視化する作業は，教師が思ってい

る以上に生徒にとってハードルが高く，その作

業によってデータを分析する前の段階で挫折

してしまう生徒も多い。データを容易に可視化

できるツールによって，生徒はデータ分析の面

白さを体験できたと感じる。 

 生徒は今回の統計的課題研究を通して，教科

を横断し，今までに習った知識とデータを活用

することによって，思考力・判断力・表現力が

向上した。さらに，企業と連携することによっ

て，生徒は専門的で高度な知識を習得すること

ができた。 

今後は，新しい価値を創生するために必要な

幅広い視野や多角的なものの考え方，論理的思

考力を養い，文系・理系の枠を超えたデータ利

活用人材を育成する取組を全校体制で進めて

いく。 
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